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SPRESENSE でいろんな
LPWAを使ってみよう︕
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Agenda

• Spresense Add-on・拡張ボードご紹介
• Spresense LTEを使ってみよう︕
• WiFi Add-onを使ってみよう︕
• BLE Add-onを使ってみよう︕
• Spresenseからのデータを可視化してみよう︕
• SpresenseでいろんなLPWAを使ってみよう︕
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LPWAとLTE（Cat-M1）について
アンライセンスバンドライセンスバンド

基地局

マルチホップスター型

移動に弱い移動に強い移動に弱い移動に強い

WiSUNZetaLoRa/
LoRaWAN

ELTRESSigfoxNB-IoTLTE-M

150kbps50kbps250kbps数bps800kbps150kbps1Mbps

500m2〜10km1〜10km100km以上50km20km携帯エリア

ホームネット
ワークなど。

移動に強く⻑
距離を⾶ぶ。

1⽇の伝送量
制限あり。

既存基地局
利⽤。

既存基地局
利⽤。

前回のハンズオンは、 LTE cat-M1でを使ったものでした︕
今回は、Spresenseにつながる様々なLPWAの通信のAdd-onボードを使ってみましょう︕
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Agenda

• Spresense Add-on・拡張ボードご紹介
• Spresense LTEを使ってみよう︕
• WiFi Add-onを使ってみよう︕
• BLE Add-onを使ってみよう︕
• Spresenseからのデータを可視化してみよう︕
• SpresenseでいろんなLPWAを使ってみよう︕

• Wi-SUN Add-onを使ってみよう︕
• Private LoRa Add-onを使ってみよう︕
• Zeta Add-onを使ってみよう︕
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Wi-SUNとは︖



Sony Semiconductor Solutions Corporation © 2019 ‒ 2023

Wi-SUN Add-on ボードの紹介

UART 

ローム社提供のAdd-onボードです。UARTによる通信で制御されます。

GPIO20/21

https://www.rohm.co.jp/support/spresense-
add-on-board

詳しくは、ローム社のサイトをご確認ください。

回路図などもあります。
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Wi-SUNボード動作確認の流れ
Wi-SUNボードの使い⽅等の情報は、ロームさんのGithub上にあります。

https://github.com/RohmSemiconductor/Arduino

こちらを取り出した後、“SPRESENSE-WISUN-EVK-701“のディレクトリ
を、”Documents¥Arduino¥libraries”の下にコピーしてください。

ライブラリプロパティーがないため、ツールからのインストールができません。

ここに使い⽅ドキュメントがあります
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Wi-SUNボード動作確認の流れ
Wi-SUNボードの使い⽅等の情報は、ロームさんのGithub上にあります。

https://github.com/RohmSemiconductor/Arduino

が、こちらはあまり⼗分ではなかったので、⾃分の⽅で更新しました。こちらを使ってもらう⽅が良いかと思います。

https://github.com/TomonobuHayakawa/Arduino-Rohm/

こちらを取り出した後、“SPRESENSE-WISUN-EVK-701“のディレクトリを、”Documents¥Arduino¥libraries”の下に
コピーか、ライブラリの ”ライブラリのインクルード->Zip形式でのライブラリのインクルード” してください。

ここに使い⽅ドキュメントがあります
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Wi-SUNボード動作確認の流れ
想定する使い⽅次第ですが、ここでは、
Spresense をエンドデバイスとして、
PCにWi-SUNドングル経由でデータを
uploadするサンプルになっています。

実際には、Spresense を親機にすること
もできます︕

PCドングルの後継機はこちらになります。

https://www.ratocsystems.com/pro
ducts/wisun/usb-wisun/rs-wsuha/
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Wi-SUNボード動作確認の流れ
PCドングルを使うのにTeratermが必要です。
こちら（https://ttssh2.osdn.jp/）からダウンロード&インス
トールしてください。
PCドングルのドライバは、Windowsが⾃動的にインストールして
くれると思いますが、もし、しばらくしてもポートが⾒えない場合は、
こちら（ Drivers - FTDI (ftdichip.com) ）からダウンロード
&インストールしてください。

USBドングルの使い⽅は、こちらを参照してください。
RohmSemiconductor/Arduino/SPRESENSE-WISUN-
EVK-701/documents/SPRESENSE-WiSUN-EVK-
701_サンプルソフトウェア説明書_ROHC.pdf
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ドングルの起動
PCドングルを親機として起動します。TeraTerm上から以下のコ
マンドを順に⼊⼒します。

SKVER
SKRESET
SKSREG SF0 1
SKSREG S2 23
SKSREG S3 5678
SKSREG SA9 1
SKSTART
SKSETHPWD 001D129F0000XXXX 1111222233334444

これを実⾏すると⼦機からの通信待ち状態になります。

こちらのコマンドは、ここに⽤意しました。

現在持っているWi-SUN 
Add-onボードのMACアドレス

Add-onボードの上⾯に表記

https://github.com/TomonobuHayakawa/Arduino-
Rohm/blob/master/SPRESENSE-WISUN-EVK-
701/examples/enddvice_sample/SKSTACK-
IP/PAN_Coordinator.txt
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enddvice_sample を動かしてみよう︕

WiSUNライブラリは、ライブラリ名は、
デバイス名（bp35c0-j11）にしてい
ます。

このWiSUNライブラリの中に
enddevice_sample というサンプ
ルを作成しました︕

こちらを動かしてみましょう︕

このサンプルは、エンドデバイスとしての
動作を⾏うサンプルになります。
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enddvice_sample のコード解説

ヘッダーをインクルード このデバイスのパスワード 相⼿のデバイスの
MACアドレス

相⼿のデバイスの
IPV6アドレス相⼿のデバイスの

IPV6ポート

⾃分のIPV6ポート

相⼿デバイス（Wi-SUNドングル）のMACアドレス、IPV6アドレス、ポートは、以下で調べられます。
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enddvice_sample のコード解説

インスタンス⽣成

HW起動

HW初期化

アカウント情報の設定

HANネットワークへの接続

UDPによるデータ送信
ポートの接続
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enddvice_sample のコード解説

ダミーデータ

sleep

データを送信
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enddvice_sample の結果
このようにSpresenseからドングルへデータの送信を⾏えました︕
皆さんも、是⾮、お試しください︕
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Agenda

• Spresense Add-on・拡張ボードご紹介
• Spresense LTEを使ってみよう︕
• WiFi Add-onを使ってみよう︕
• BLE Add-onを使ってみよう︕
• Spresenseからのデータを可視化してみよう︕
• SpresenseでいろんなLPWAを使ってみよう︕

• Wi-SUN Add-onを使ってみよう︕
• Private LoRa Add-onを使ってみよう︕
• Zeta Add-onを使ってみよう︕
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Private LoRaとは︖
LoRa変調の特徴
LoRa通信は、920MHz帯での独⾃のスペクトラム拡散⽅式で、遠く離れた距離でも、減衰し
た信号から送信信号を取得でき、ノイズなどにも⾮常に強い耐性を持つ低消費電⼒通信です。
Private LoRaとは
Private LoRaは、デバイス間の通信プロトコルや制御を機器ごとに独⾃の定めた⽅式で、通
信料⾦がかからないのも魅⼒の1つです。
Private LoRaの活⽤例
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LoRa Add-on ボードの紹介

UART 

クレアリンク社提供のAdd-onボードです。UARTによる通信で制御されます。

https://dragon-torch.tech/cat-
components/extension-boards/dth-sslr/

詳しくは、クレアリンク社のサイトをご確認ください。

回路図などもあります。

右に少しはみ出ます

アンテナが別に必要です

この基板のモジュールでは、⾒通し距離で最⼤30km強、
郊外市街地で4km前後、直径6〜8kmの円域(当社実測値)
を1つのアンテナ基地局でカバーできる特徴を持ちます。
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LoRaボードドライバについて
LoRa Add-onクレアリンク社からこちらからドライバが提供されています。

https://dragon-torch.tech/cat-components/extension-boards/dth-sslr/

こちらのドライバをArduinoの

ライブラリのインクルード -> Zip形式のライブラリのインクルード

でインクルードしてください。

ただし、⼀部修正したほうがいい部分などもあり、こちらのライブラリを
使ってもらえればと思います。

https://github.com/TomonobuHayakawa/Spresense-
Playground/tree/master/libraries/spresense_e220900t
22s_jp_lib
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固定サイズモードでLoRa受信機として動かそう︕
SpresenseをLoRa受信機（固定サイズモード）として動作させるサンプルはこちらになります。
（固定サイズの⽅が早く確実に送受信が可能ですが、⾃由度が少なくなります。）

Spresenseで、LoRaを動作させる場合、受
信機として動作させるSpresenseを１台と、

送信機として動作させるSpresense１台を
１組として動作をさせます。
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lora_recv のコード解説

ライブラリのインクルード
インスタンス

読み出し⽤データ構造体
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lora_recv のコード解説

LoRaの各設定

設定値をHWに設定
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lora_recv のコード解説

設定モードから通常モードへ変更

受信したデータがある
場合サイズを返す

データサイズ分表⽰

電波強度を表⽰
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固定サイズモードでLoRa送信機として動かそう︕
SpresenseをLoRa送信機（固定サイズモード）として動作させるサンプルはこちらになります。

Spresenseで、LoRaを動作させる場合、受
信機として動作させるSpresenseを１台と、

送信機として動作させるSpresense１台を
１組として動作をさせます。
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lora_send のコード解説

ライブラリのインクルード

インスタンス

固定⻑送信でのデータ
（ペイロード）サイズ
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lora_send のコード解説

LoRaの各設定
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lora_send のコード解説

設定値をHWに設定

設定モードから通常モードへ変更
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lora_send のコード解説

ダミーメッセージを⽣成

固定⻑モードでのデータ送信

Configの中のパラメータ
からヘッダーを⽣成

ヘッダーにあるチャネル、
アドレスで送信
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送受信結果
双⽅のSpresenseからの送受信結果はこのようになります。

送信結果 受信結果
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WROモードでの送信
送信側のSpresenseが送信しか⾏わない場合は、ノーマルモードではなくWROモードでの送信を
⾏うことで、より電⼒を抑えることが可能です。

本来、受信側もWROモードでの待ち受けを⾏うこと
で、送受信で⾮常に省電⼒での動作が可能になる
のですが、現時点で、cold sleepからの起動後のし
処理がうまくいっていないので、未対応です。

受信はWROモードができたら、サンプルを追加する
予定です。
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lora_send_wro のコード解説
ノーマルモードとの違いはここだけです。

送受信結果は、ノーマルモードと
⼀緒になります。
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トランスペアレントモードでLoRa受信機として動かそう︕
SpresenseをLoRa受信機（トランスペアレントモード）として動作させるサンプルはこちらになります。
（固定サイズに⽐べ受信のタイミング等が不確定ですが、データサイズは⾃由です。

Spresenseで、LoRaを動作させる場合、受
信機として動作させるSpresenseを１台と、

送信機として動作させるSpresense１台を
１組として動作をさせます。
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lora_trans_send のコード解説
固定サイズモードとの違いはここだけです。

トランスペアレントモードにしないと、
トランスペアレントモードでの送信

を受けれません
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トランスペアレントモードでLoRa送信機として動かそう︕
SpresenseをLoRa送信機（トランスペアレントモード）として動作させるサンプルはこちらになります。

Spresenseで、LoRaを動作させる場合、受
信機として動作させるSpresenseを１台と、

送信機として動作させるSpresense１台を
１組として動作をさせます。
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lora_trans_send のコード解説
固定サイズモードとの違いを⽰します。

FFFFを設定することで同⼀チャネル
のすべてのアドレスに送信

トランスペアレントモードに設定
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lora_trans_send のコード解説
固定サイズモードとの違いを⽰します。

ダミーデータの⽣成

トランスペアレントモードでの送信

サイズも変更されます

ヘッダーはなくbodyのみ
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送受信結果
双⽅のSpresenseからの送受信結果はこのようになります。

送信結果 受信結果
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Agenda

• Spresense Add-on・拡張ボードご紹介
• Spresense LTEを使ってみよう︕
• WiFi Add-onを使ってみよう︕
• BLE Add-onを使ってみよう︕
• Spresenseからのデータを可視化してみよう︕
• SpresenseでいろんなLPWAを使ってみよう︕

• Wi-SUN Add-onを使ってみよう︕
• Private LoRa Add-onを使ってみよう︕
• Zeta Add-onを使ってみよう︕
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ZETA とは︖
ZETAは、ZiFiSenseが開発した、超狭帯域（UNB: Ultra Narrow Band）、
メッシュネットワークによる広域での分散アクセス、ローパワーでの
双⽅向通信が可能といった特⻑を持つ、IoTに適したLPWA規格です。
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Zeta Add-on ボードの紹介 UART 

凸版社提供のAdd-onボードです。UARTによる通信で制御されます。

詳しくは、凸版印刷社のサイトをご確認ください。

アンテナが別に
必要です

http://www.toptdc.com/product/zeta/

実際にZetaデバイスを使⽤する場合、Zetaサーバに接続するZetaアクセスポイントが必
要になります。そのため、そちらの準備も必要になります。
http://zeta-factory.shop/shopbrand/ct86/

Allianceメンバーであれば、貸し出し制度があり無料で
評価が可能です。
https://zeta-alliance.org/contents/startkit
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Zeta ネットワークを使⽤する流れ（AP設定）
まずは、アクセスポイントの設定とZetaネットワークの登録が必要です。
今回は、テクサー社のアクセスポイント（評価キット）を利⽤します。

アクセスポイントを説明書通りに接続し、電源を⼊れます。
テクサー社のデバイス管理サイトにアクセスすると、デバイスの稼働状況が⾒えます。

APが稼働してい
ればここがON

モジュール（Spresense）
が稼働していればここがON

※こちらはあくまでデバイス管理のみでZetaサービスのサーバではありません。
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Zeta ネットワークを使⽤する流れ（デバイス登録）
Add-onボードについているモジュールIDを登録します。
これによりモジュールの稼働状況もわかるようになります。

モジュールIDは、ここ
に印刷されています

このタブからモジュール登録

追加されます Spresenseを稼働させたとき、
こちらがOnになっていないけれ
ば通信できていません。
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Zetaデバイスからデータを送信しよう︕
現時点で、Zetaのライブラリは公開されていません。が、凸版印刷様から事前に頂いたコードをライ
ブラリとして以下に登録しておきました。
こちらをライブラリのインクルードでインクルードしてください。

この中にダミーデータを送信するサンプル
（send_sample）を⼊れておきました。

こちらを利⽤して、動作をさせてみてください。

https://github.com/TomonobuHayakawa/TZM902DP/
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send_sample のコード解説

ライブラリのインクルード

インスタンス

戻り値をチェック
する関数
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send_sample のコード解説

各種ピンの設定

HWの初期化

ネットワークの起動
（初回アクセスを⾏う）
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send_sample のコード解説

ダミーデータの⽣成

データを送信
（失敗したら1分後に再送）
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Zetaサーバー側の設定
Zetaのサーバーは、こちらになります。 http://13.115.15.0:25450/teamcms/login

ログインするとこのようになるのですが、こちらのデバイス
管理は実は関係がありません…。
単純にデバイスからの情報をフォワーダーするサーバーに
なります。

実はMQTT/RestAPIは、特に設定なく使えることになります。
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NodeREDの設定
NodeREDの環境設定は、「Spresenseからのデータを可視化してみよう︕」の中の「フリーブローカを使ってローカルPCで
可視化しよう︕」の説明を参照してください。
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NodeREDの設定
「フリーブローカを使ってローカルPCで可視化しよう︕」で説明したMQTTSubscribeのノードの編集を⾏います。

・Broker
・Topic
・Client ID
（・API Key）
（・Secret Key）

を設定してください。
トピックに以下を設定

api_key/version/opType/uid/msgType

Zeta Server

クライアントに以下を設定
[APIKEY]:[Secret KEY]+3桁の乱
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NodeREDの設定
フローを設定することで、Zetaからのデータを可視化することができます。
今回はAIを使ったパイプの異常検知と数字認識をやりました。
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Spresenseであれば、様々なLPWAを簡単に試すことが
できます︕

是⾮、気になるLPWAに挑戦してみてください︕


